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機 関 誌 発 刊 に 寄 せ て

現 代 デ ザ イ ン の 地'盤 一 一

井 島 勉

関西意匠学会 の結成については,た しかに私 も一役買った。 もう四,五 年 にもな ろう

か,関 西 の各大学の構成 や意匠や建 築な どの教官たちの集 まりの席で,デ ザイン理論 に関

す る研究集会や学会活動 のない ことが慨 かれていた。学会がないな らつ くればよいで はな

いか と発言 した のが私であ る。さいわいに大学外の研究者 たちの協力や支持 も得 られて,

ま もな く関西意匠学会が結成 された。成立準備のお手伝いがす めば,私 は退陣す るつ も り

でいた。私 には美学会の世話だけで も重荷 だからであ る。と ころが熱心な各 位の勧誘を う

け,会 員 として参加す ることにな った。のみな らず,意 外に も会長 の名を汚す羽 目とな っ

て しま った。

この学会は,優 秀な委員や幹事の献 身的な尽力に よって,健 全な運営 と発表を とげて き

た。 比較的新 ら しい学問爭墅であ るか ら,.い きな り高度な学問 的水準は望めないけれ ど

も,こ れまで開かれた研究例会や年一度の大会 の実状を見 て も,学 究的な見識 も意欲 も尊

敬 され るべ きもので あ り,将 来の発展 も大 いに期待 され る。私を も含 めた全会員に とって

ま ことに有益な研究の場が うまれ た ことは,同 慶の至 りであ る。

もとよ りデザイン理論 の研究 とい,って も,そ れ に含 まれ る分野は,多 岐 にわ たってい る

研究会に出て も,直 接 に自分 と関係の深い分野 の発表が聴 けることは,む しろ珍 らしい こ

とかも知れぬ。 しか し技術講習会 の ような ものな らいざ知 らず,理 論研究 の学会の場で

は,日 ごろ隔 っている各 自の研究成果を交換す ることが重要なのである。理論 というもの

は,実 践 や事実 に接 しる部分では,極 めて多様 に分化 して いるけれ ども,理 論 として深 ま

れ ば深ま るほど,互 いに接近 しあい,か らみあ って,し だいに一元化 す るものであるか

ら,学 問砥究の場 で交換 され る各自の業績は,表 面 いかに無関連のよ うに見 えて も,他 山

の石 よりももっと密接 かつ有益な示唆を含む もので ある。 このような心構えは,学 会人 と

して は極めて不可缺な もので あり,ま たかか る心構 えの持 ち主た ちのためにのみ,学 会 は
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本勅 齢 韃 成する・とができる・運 さきに鬮 を鋤 ている姉榊 会の難 会の場・

合でも・そこ砲 撚 れる融 腸 は多種多様にわた。ているが,そ れにも力脱 らず,
よく学会の任務を果している。

関酳 匠学会は・いよいよ齲 誌醗 行する・ととな。た
.学 会が会員の手による機関

誌朏 すことは・その本来の轆 を遂行するためには当然め・とといわねばならぬが誕

生して日の勘 ・しかも・れというスポンサーを持たぬ・の学会が遂 にそ磯 会を迎え

たことは・学会の蕨 を擁 るものとして慶賀に堪えない
.勧 な研究_sの 騎 として

会員の醗 な鬮 撕 られるとともに・刊行噂 務を担当してくれ・幹輜 君の労を多と

しなければならぬ・秘 その餬 号の発干Jに際して,壌 員としての翻 繰 させてもら

おう。

私雌 学理論のm究 都 あ・て・特にデザイ・躙 する理繖 でもなければ渓 践家

でもない・私に髭 できる・とは・所詮1ま響 の蜴 からの擦 であるに過ぎな、、
。その

ような箙 から・°=の デザイ・隆盛の漢 意識史的背景躙 する根輔 な噸 拷
えて

みたい。

デザインと美とは・必然的な靆 繃 るように覘 え
,全 く別の輛 であるように観

xる 議 躙 する諸制約は・そのままデザイン鬮 してもあてはまる醂 赫 ように腮

われぽ た・近代 の觀 燗 とそれに よる生 活槻 出 したデザインは融 自
の璧 過程 と

実雕 の腿 を含み漢 の甥 とはま るで男Uの世界嘱 する輛 と栲 え られ るか ら
であ

る・けれども私 齲 都'た とえその起源饌 にするものであ るに して も
,少 な くと もそ

の鰍 略 の上で深 いつ な齣 鮪 し・ しカ・もその・との故に,デ ザイン棚 代人 の重大

な関慷 とな ・て いる轜 拷 察 したい
。但 し隷 もデザイン的孀 齢 ひそむとカげ

ザインについて も美の螺 鍾 要であるとか
・ とい うような ・とをいいたいのではない

.

問題 はいま少 し深い ところに存するのであ る。

美 とは・「美的に気 にいる」 とい うだけの ・とで 肱 い
.燗 による,独 特 の臨 内容

鮪 す る・第二の世 界艦 なのであ る・人齢 つ くらなけれ ば,燗 がつ くろ うと し鮒

れば・ 存在 することので きない踴 で ある
.詳 し くは拙謝 響 』(鯲 社刊彳テ)鯵 照

して もらうほかはないが沈 とえば視覚的な難 ついてい うな らば瑛 とは;さ まざ誼

瞰 鯱 実の中に生 きて い・燗 の目力・・ そのような殿 の中に生 きてい る自己の(棚

的な)生 その もの もの覿 を・彼がいま現 に見てい る色 と形 の中に黜 し塒1
,,始 めて
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つ くり出 され るものである.そ のよ うtoが うみ出 されな ければ・・'かな る櫞 も 「美

しいもの」とな る・とはで きないwも 花 も羨 しい ものとな り得 ることは鵬 で きるに

して も,そ れ ら翻 実に 「美 しいもの」 となるため 鵬 どうして も燗 の目に媒 介され

なければならな いのであ る.し かもその 目は,単 に櫞 の色 と形 をうつ 諏 る耀 的瀧

たるに とどま らず,い つ もその燗 の生命酌な自覚に充 たされていなければな らなし'・こ

のよ うに して,人 の 目が消 己の生命 の・・ぶきを も・て羨 をつ くり出す・勿 論 美 の特

齔 彼 は,そ の際 さま ざまな礑 的鰊 力・ら轍 されて消 己自身 の本細 な・舳 の

状態にたち もどる・と顳 求 され るので あるが沈 とえその ような限定 の下 にで はあ るに

せよ羨 は,一 定の瞰 鮒 会 の中に・ 特定 の断 観を も・て生 きてい る燗 の・根源的

姓 の自覚を内容 としてい る.い きおし・美や美意識 轣 史があ る・ととな る・そ してこの

ことが,芸 術 の歴 史とい うものの根抵で もあ るのであ る。

か って人間繝 され姓 き方を していた ・ろ,も しくは特定 の齦 を信 じそれにすが っ

て錨 耀 ていた・ろ,彼 らの美鰍 ま,限ら批 雖 と・鰄 への噸 卿}千 閉されざ

るを得なかった.鄭 旧 黼 現実の断 を超え捌 の場所螺 められ・淀 の規範によ

。て固く縛られていた寺院の内陬 鏃 の鵬 社交や韻 のちまた・ 継 蘇 の間な

ど,す べて日黼 堺 を翫 嫻 され鯣 所}・・しかも淀 の緜 や瀞 や溝 のきびし

い規格を守。て,貼 されるのが常であ・た.齢 黼 や蟐 鰍 の閉灘 と美講 の閉

鎖性とは,ま さに対応する関係にあるといえる。

。のような鞴 は,。 れまで舳 美術と呼ばれて・・た絵画や髏 の作風に照らして醐

らかであるが譏 能性(実 雕)と 緲 つく・従・て__::術 などとも称された謹 築

や工芸のデザイシに徴してもす・ぶる躇 である.そ ・では・燗 の美鰍 は隊 粛な規

格の膿 を申軸として発揮・れ譏 黼 ・対しても・勵 て疎縁かつ鸚 の関係にあるも

の,む しろ機能か囃 れ樋 びの黼 としてはたらくのが常であ・た・従・て・黼 旨を果

すべE`や 工芸品懐 しい芸櫑 となるためには・外部から黝 的騾 が附力ロされる

。とが多く,と きには驪 作用の灘 を弓虱・てまで虚飾に漁 る・ともあり・しカ)姻 襲

のパタ.ン を勲 に鞠 する・と熔 易ではなかったo築 のプランニングやディテ伊

の造作,黼 や灘 の造碾 飾デザイ・,衣 服や染畑 案のデザインその他髄 所にその

実例を見出すことができよう。

右のような駘 桐 的に見れば,美 と攤 とは・いわば相稲 する鯲 こあ・た・機

能とは生活の機能にほかならぬのだから旧 黼 姓 聴 識から飜 した筆鷲 の蜴 と
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して は,む しろ当然のな りゆ きというべ きであ ろう。そ こでは,美 の立場 は,日 常性を超

えて,倫 理性や宗教性 に接近す ることにもな る。 しか もそれは,そ の時代の世界観や人 聞

観 の特質 に基づ ζものであ った。

ところが,そ れ に反 して,現 代人 は,世 界を挙げて㊥不 穏な半世紀の歩 みを通 じて
,伝

統的な権威に対 す る絶望的な不信,封 建的な倫理的 ・宗教 的拘束か らの虚 無的な解放,個

我 的 ・実存的な人問 自由の確信,機 賊文明の激流 におびや かされ る人間喪失 の不安な どを

迫 られ,そ こに現 代の世 界観や入間観 の歴 史的特色を認知せ ざるを得ない情勢を迎えた
。

現代人の このよ うな生 の状 況の 自覚を内容 とす る現代の美意識は,必 然的にあ らか じめ定

め られた典型 的な規 格や伝統的な覇絆 や固定 した法則な どの拘束から解放 されて,む しろ

個性的 ・衝動 的 ・偶 然的な生命表 現の中に満足を見出そ うとする傾向が強い
。それは,一

見,秩 序に対 する無秩序,構 築に対 する分解,均 整に対 す る破 綻の ように も見 えるけれ ど

も,そ れはそれな りに現代の生 の状況を表現す る現代 の美 の様相なのであ る。このことは

た とえば現代絵画の動向に照 らして も明 らかであろ う。そ こで は伝統の拒 否,具 象形態の

超克,遠 近法的法則 の無視,衝 動的技法の駆使 などを通 じて,絵 画 的表現 の次元を超 現実

的 ・深層心理 的 ・実 存的な層にまで灘めよ うとする試み もさかんである。

以上のよ うな情勢 は,一 言でいえば,人 間性 の解放に基づ く美意識の解放 と呼ぶ こと も

できるだろ うが,美 意識の発揮 される場所に関 して も,類 似の解放現象を指摘する ことが

で きる。というのは,か って 日常 的生活の場所 を超 えた閉され た世界に限界 づけられてい

た美意識が解放 されて,日 常的生 活の場所の隅 々にまで及ぶようにな ったので ある。宮殿

や茶室 や床の間に閉 じこめ らていた美意識が,そ のわ くか ら解放 されて,工 場や台所 やあ

らゆる機賊製 品にむか つて翼を ひろげてはた ら くようにな る。つま り,特 定の権威によ っ

て規範づけ られ牟生 の場所で はな く,な まのままの生の場所,換 言 すれば 日常的生 活の場

所における一切叩 襯'造 形晩 対勲 弐美灘 の動機となる・か くして生まれたものが

現代におけるデザイ ン意識の特微 である。デザ インの本来 的な役割は,あ らゆる時代の造

形芸術において も演 じられていた。 しか しそ こでは,デ ザインは,美 術 に奉仕 する単なる

文法であったり,美 とは無縁 の,単 な る技術 的設計 であ ったり していた。ところが現 代の

デザインは,そ れ 自体が,現 代 的に解放 された美意 識の所産であ り,し かも日常的な生 活

と直結 した場所に見出 され るものなのであ る。

現代の美意識については前 に触れた。それ が産み出 して い くデザインは,単 に場所 的に

のみでな く,むしろ本 質的 ・根源的に 日常 的な生活感情 と密接な関聯を もつ
,い きおい機能
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性 と不可分の関係を有 することとな る。 しか しそれは,デ ザイ ンが生活用具に即 して見出

され るとい う理 由よ りも先 に,デ ザ インを求 める現代の美意識の本質 によるのであ る。美

と機能 とは,本 来的に異質 のものであ る。 ときには両者を無差別視 しようとす る粗雑な る

機能主義理論や,外 部 的に接着 しようとす る常識 的な装飾主義理論が行なわれたりしたけ

れ ども,む しろ真相 は,現 代の美恵識が必然的に両者をオ ーヴァーラ ツプせ しめるとこ

ろに,現 代デザインの成因を求め るべきで ある。そ して,近 代機 誠文明 との関聯や抽象美

術 との関聯な ども,造 形的 にはもとよ り無 視すべ きではないに して も,よ り楾源的なる事

態 と して,現 代の生 と美意識の内面的な結 びつ きを想わ ざるを得 ないので ある。
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